
認 定 書

国 住 指 第 494号
平成 27年 7月 8日

旭化成建材株式会社

代表取締役社長 前田 宮弘 様

国土交通大臣  太田 昭

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 25第 1項 (同法第 88条第 1項に

おいて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法第 2条第人号並びに同法施行令第 108

条第一号及び第二号 (外壁 (耐力壁):各 30分問)の規定に適合するものであることを認め

る。

記

1.認定番号
PC030BE-3504(8)

2.認定をした構造方法等の名称
フェノールフォーム保温板充てん/窯業系サイデイング。フェノールフォ
ーム保温板 。木質系ボード表張/せつこうボード裏張/木製軸組造外壁

3.認定をした構造方法等の内容
別添の通り

(注意)この認定書は、大切に保存しておいてください。
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(別添)

1.構造名
(8)フ ェノールフォーム保温板充てん/窯業系サイディング・フェノールフォーム保温板・木質系ボー
ド表張/せつこうボード裏張/木製軸組造外壁

2.寸法及び形状等 (寸法単位 :打lm)

3.材料構成
(1)主構成材料 (寸法単位 :RIm)

っづく

項   目 仕 様

壁  高 構造計算等によって構造安全性が確かめられた寸法

壁  厚 129以上

壁の構造 真壁又は大壁

項   目 仕 様

柱 (荷重支持部材) 材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様

(1)平成 12年建設省告示第 1452号に規定する構造用製材 (」AS)

(2)平成 13年国土交通省告示第 1024号に規定する構造用集成材 (JAS)

(3)平成 13年国土交通省告示第 1024号に規定する単板積層材 (JAS)

(4)平成 12年建設省告示第 1452号に規定する無等級材

・断面寸法 :105× 105以上
。間隔 :4000以下
・比重 :0,35(± 0,04)以上

・欠き込み寸法 (真壁仕様で、柱に内装材固定用の欠き込みを設ける場合)

欠き込み深さ :10～ 24

欠き込み幅 :内装材厚さ+3以下

(別添-1)
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項   目 仕 様

問柱 材料 i(1)～ (3)の うち、いずれか一仕様

(1)効オ

(2)集成本オ

(3)単板積層材

・断面寸法 :2′r× 60以上

・間隔 :500以下

外装材 [1]劫
窯業系サイディング (以下「サイディング」という。)

・規格 :JIS A 5422

・組成 (質量%)
けい酸カルシウム化合物

有機質繊維

無機質繊維

有機質混和材

無機質混和材

65-86
1ハV13

0～ 4

14未満
27未満

ただし、有機質繊維と有機質混和材の合計が 18質量%を超えないこと。

※サイディングに使用されている繊維質原料と混和材の例

●繊維質原料
・有機質 :セルロース繊維、ポリビニルアルコール繊維、ポリプロピレン繊維等

・無機質 :ガラス繊維、ロックウール繊維等

●混和材
・有機質 :リ グニン、メチルセルロース、襟水斉II等

・無機質 :パーライ ト、炭酸カルシウム、マイカ等

[2]表面塗装

・種類 :(1)～ (6)の うち、いずれか一仕様

(1)ラ
″
クリルウレタン樹月旨系塗衣

(2)ア クリル樹脂系塗装

(3)ア クリルシリコーン樹月旨系塗装

(4)フ ッ素樹脂系塗装

(5)エポキシ樹脂系塗装

(6)無機質系塗装
。塗布量 :200g/ポ以下 (有機固形分)

[3]かさ比重

1,1(± 0,2)(絶乾)

[4]形状

(1)寸法

厚 さ
幅 長 さ

最 刑ヽ 最 大 最 刑ヽ 最 大

15-26 303 455 910 3640

(別添 -2)
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項  目 仕 様

外装材

(つづき)

´
(2)端部形状      ‐

サイディング相互の重なげと隙問

斗厚 さ 重なり 隙 間

15-26 6以上 3以下 重なり
隙間

(3)断面形状

※中空の形状

d t

厚さ t a b C d e

18以上 5以上 3.5以上 4以上 t― (a+c) t以下

ただし、厚さ18を超える場合、厚さを増した分だけdの長さを増すことができる。

[5]張方

横張

[6]留め方

金具留め (外装材留金具による。)

厚 さ 櫻囃辞果さ 容積欠損率 (%) ※中空率 (%)

15-26
最小厚さ11

以上を確保

11以下 (ただし、板厚15

を超える場合は裏面から

15の位置での欠損率とす

る。)

34以下 (ただし、板厚 18を

超える場合は厚さを増した分

だけ、dの中空部の高さを増
し中空率をあげることができ

る。)

構造用面材 材料 :木質系ボー ド
(1)～ 5)の うち、いずれか一仕様
(1)構造用合板 (」AS)

・厚さ ,9以上

(2)構造用パネル (」AS)

・厚さ :9以上

(3)製材 (」AS)
。厚さ :9以上
(4)ノく―ティクルボード(」IS A 5908)
・厚さ :9以上

(5)ミディアムデンシティファイバーボィド(」 IS A 5905)
。厚さ :9以上
・密度 :0,7(-0,07)l宮/cm3)以上

つづく
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項   目 仕 様

充てん用断熱材 材料 :フェノールフォーム保温板 (」 IS A 9511)又はフェノールフォーム断熱材 (JIS A

9521)

・形状 :平板
・厚さ :25(±2)以上 (ただし、柱断面寸法以下)

・密度 (基本刀):24(± 3)～45(± 5)kg/ド

・面材 (基材の両面に設置):(1)～ (6)の うち、いずれか一仕様

(1)ポ リエステル系不織布

・単位面積重量 :10～ 60g/∬

(2)ポ リプロピレン系不織布

・単位面積重量 :10～ 60g/だ

(3)ポ リエチレンカ日工紙

・単位面積重量 :10～ 60g/∬

(4)は り合せアルミニウムはく

(5)無機系の加工紙 (けい酸マグネシウム紙、ガラス繊維紙、アルミニウムは

く・ガラス繊維複合紙)

(6)な し

外張付加断熱材 材料 :フェノールフォーム保温板 (」IS A 9511)又はフェノールフォーム断熱材 (JIS A

9521)

・形状 :平板

・厚さ :12(± 2)～210(±8)  ヽ
・密度 (基材):24(± 3)～45(± 5)kg/m3

・面材 (基材の両面に設置):1)～ 6)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエステル系不織布

・単位面積重量 :10～ 60B/n〔

2)ポ リプロピレン系不織布

・単位面積重量 :10～ 60g/ピ

3)ポ リエチレンカ日工紙
。単位面積重量 :10～ 60g/ポ

4)は り合せアルミニウムはく

5)無機系の加工紙 (けい酸マグネシウム紙、ガラス繊維紙、アルミニウムは

く・ガラス繊維複合紙)

6)な し

内装材 材料 :(1)又は(2)のいずれか一仕様

(1)せつこうボード

・刃馳名群:」IS A 6901 GBTR
。厚 さ :9.5以上

(2)強化せつこうボード

・規格 :」IS A 6901 GB―F

・厚 さ :12.5以 上

・端部形状 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様

1)ス クエア

2)テーパー

3)ベベル

(別添 -4)



(2)副構成材料 (寸法単位 :mm)
項   目 仕 様

通気胴縁 材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様

(1)製本オ

(2)合板

(3)鋤
(4)瞬 層材
・断面寸法 :厚さ9～ 40、 幅30以上(柱部は幅 30以上 2枚又は幅60以上 1拠
1枚とする場合は、留付材の留付間隔ごとに留付本数を2本以上とする。)
。間隔 :500以下

防水紙 材料 :(1)～ (3)の うち、いずれか一仕様
(1)アスファル トフェル ト
・規格 :」IS A 6005
・単位面積質量の呼び :430以下
(2)透湿防水シー ト
・規格 :」 IS A 6Hl
・厚さ :0,2以下        、
・材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエチレン系
2)ポ リエステル系
3)ポ リプロピレン系
・表面アルミニウム蒸着仕上げ :1)又は 2)のいずれか一仕様
1)あ り
2)な し

(3)な し

防湿気密 フィルム 材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様

(1)住宅用プラスチック系防湿フィルム
・規格 :」 IS A 6980
。厚さ :0.2以下
(2)包装用ポリエチレンフィルム
・規格 :」 IS Z 1702
・厚さ :0,2以下
(3)農業用ポジエテレンフィルム
・規格 :JIS K 6781
・厚さ :0.2以 下
(4)な し

補助桟

(外張付力日断熱材

の厚さが 105を超

える場合設置 :105

以下は必要に応 じ

て設置)

材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様

(1)期
(2)合板

(3)集成材

(4)坤 材
・断面寸法 :15× 30以上

・間隔 :500以下

内装受材 (真壁仕

様で、柱に内装材

固定用の欠き込み

を設けない場合)

材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様

(1)剣オ

(2)合板
(3)集成 |ノ|
(4)単板積層材
・断面寸法 :15× 15以上
・間隔 :4000以下

(別添 -5)
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項   目 仕 様

外装目地材 材料 :(1)、 (3)、 (4)、 (1)と (2)の併用、 (1)と (3)の併用又は (5)の うち、いずれ

か一仕様
(1)シーリング材
・材質 :1)～ 6)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リウレタン系樹脂
2)アクリルタレタン系樹脂
3)ポ リサルファイ ド系村脂
4)変成ポリサルファイ ド系樹脂
5)シ リコーン系樹脂
6)変成シリコーン系樹脂
。使用量 :56g/m以 上

(2)バ ックアップ材
・材質 :1)～ 5)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエチレン系樹脂
スチレン系樹月旨
ウレタン系樹月旨
プロピレン系樹月旨

5)塩化ビニル系樹脂
。使用量 :2g/m以上

(3)ハ ット形ジョイナー
・材質 :1)～ 10)の うち、いずれか一仕様
1)溶融亜鉛めっき鋼板 (」 IS G 3302)
2)塗装溶融亜鉛めっき鋼板 (」 IS G 3812)
3)溶融亜鉛 5%アルミニウム合金めつき0岡板 (JIS G 3317)
4)塗装溶融亜鉛 5%アルくニウ小合金めっき鋼板 (」IS G 3318)
5)溶融 55%アルミニウムー亜鉛合金めつき鋼板 (JIS G 3321)
6)塗装溶融 55%アルミニウムー亜鉛合金めつき鋼板 (」IS G 3322)
7)ポ リ塩化ビニル被覆金属板 (」 IS K 6744)
8)熱問圧延ステンレス鋼板 (」IS G 4304)
9)冷問圧延ステンレス鋼板 (JIS G 4305)
10)溶融亜鉛―アルミユウムーマグネシウム合金めつき鋼板
(指定建築材料国土交通省大臣認定第MSTL 0064号,0065号,0069号 ,0070号 )
。厚さ:0,25以 上

(4)金属ジョイナー
・材質 :(3)の 1)～ 10)の うち、いずれか一仕様
・形状 :ハ ット形、H形
。厚さ :0.25以上

(5)な し

ポ

ポ

ポ

２

３

４

内装目地材 材料 :(1)、 (2)又は (2)と (3)の併用のうち、いずれか一仕様

(1)な し

(2)せつこうボー ド用目地処理材
。使用量 :100g/m以上

(3)ジョイントテープ
。材質 :ガラスファイバーテープ
。寸法 :幅 50、 厚さ 0。 15～0.20

(別添 -6)
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項   目 仕 様

留付材 [1]外装材留金具                 「
・材質 :(1)～ (10)の うち、いずれか一仕様
(1)溶融亜鉛めっき鋼板 (」 IS G 3302)
(2)塗装溶融亜鉛めつき鋼板 (」 IS G 3312)
(3)溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板 (」IS G 3317)
(4)塗装溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板 (」IS G 3318)
(5)溶融 55%アルミニウムー亜鉛合金めっき鋼板 (」IS G 3321)
(6)塗装溶融 55%アルミニウムT亜鉛合金めっき鋼板 (」IS G 3322)
(7)ポ リ塩化ビニル被覆金属板 (」IS K 6744)
(8)熱間圧延ステンレス鋼板 (」IS G 4304)
(9)冷間圧延ステンレス鋼板 (」 IS G 4305)
(10)溶融亜鉛―アルミニウムーマグネシウム合金めつき鋼板
!(指定建築材料国土交通省大臣認定第 MSTL-0064号,0065号 ,0069号 ,0070号 )
・形状 :

r

d

単

単

○

b=b!+b2

O

a=a+a2、 b=b tt b2

h

f

d

w:幅 40以上
h:高さ 40以上
w+h:幅 と高さの合計 90以上
ti鋼板の厚さ 0.8以上
a:上部ンメの幅 15,8以上
b:下部ツメの幅 14,0以上
ci上部ツメの長さ 4.2以上
d:下部ツメの長き 4.6以上
e:上部ツメの掛かり高さ4,0以上
fi下部ツメの掛かり高さ4。 2以上
上部と下部のツメの総掛かり面積 175mm2以 上[(a× e)+(b× f)]

・留付間隔 :横方向 500以下
高さ方向 外装材の幅による

○ Ｏ

ａ

っづく
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項   目 仕 様

留付材

(つづき)

[2]外装材留金具固定用

材料 :(1)～ (3)の うち、いずれか一仕様

(1)ス クリューくぎ

・材質 :鉄又はステンレス鋼

・寸法 :φ l,9以上×L32以上

(2)リ ングくぎ

・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上

(3)タ ンピンねじ

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上 X「を25以 ト

・留付間隔 i500以下

[3]通気胴縁・補助桟固定用

材料 :(1)又は(2)のいずれか一仕様

(1)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼

・寸法 :φ 2.45以上×L45以上

(2)ビス

・材質 :鋼又はステンレス鋼

・呼び寸法 :φ 3.0以上×し38以上

・留付間隔 :500以下

[4]内装材固定用

材料 :(1)又は(2)のいずれか一仕様
(1)く ぎ
。材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上

(2)ビ ス

・材質 :鋼又はステンレス鋼

・呼び寸法 :φ 3.0以上×L25以上

・留付間隔 :200以下

[5]構造用面材 。内装受材固定用

材料 :(1)又は(2)のいずれか一仕様

(1)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ 2.15以上×L38以上

(2)ビス

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 i φ3.0以上 X L25以 上

・留付間隔 :500以下

(別添 -8)
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項   目 仕 様

留付材

(つづき)

[6]断熱材固定用

材料 :(1)～ (7)の うち、いずれか一仕様

(1)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上

(2)(片面・両面)粘着層付きテープ
・材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様
1)ブチルゴム系
2)EPDMゴム系
3)ア クリル系
4)ポ リエステル系
5)ア スファル ト系
6)ポ リエチレン系
7)ポ リプロピレン系
・使用量 :1)～ 4)420g/ポ以下

5)～ 7)280g/∬以下
(3)アルミニウムはく・粘着層付きテープ
・材質 :1)年3)のうち、いずれか一仕様
1)ポ リエステル系
2)ポ リエテレン系
3)ポ リプロピレン系
・使用量 :1)420g/ポ以下

2)～ 3)280g/ポ以下
(4)スプレーのり
。材質 :合成ゴム系樹脂
・使用量 :100g/ポ 以下

(5)接着剤
・材質 :1)～8)の うち、いずれか一仕様
1)エポキシ系樹脂
2)酢酸ビニル系樹脂

3)ゴム系
4)ア クリルウレタン系樹月旨

5)ポ リウレタン系樹脂

6)変成シリコーン系樹脂

7)EVA男くれl月旨

8)ク ラタック系樹脂

・使用量 :400g/だ 以下

(6)ステープル

・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :肩幅 9,6以上、足長 10以上

(7)な し

つづく
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項  目 仕 様

留付材

(つづき)

L7」 防水紙・防湿気密フィルム固定用
材料 :(1)～ (5)の うち、いずれか一仕様
(1)ステープル
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :肩幅 9,6以上、足長 10以上
(2)(片面 。両面)粘着層付きテープ
。材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様
1)ブチルゴム系
2)EPDMゴム系
3)ア クリル系
4)ポ リエステル系
5)アスファル ト系
6)ポ リエテレン系
7)ポ リプロピレン系
。使用量 :1)～ 4)220g/∬以下

5)～7)150g/∬以下
(3)アルミニウムはく。粘着層付きテープ
。材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエステル系
2)ポ リエチレン系
3)ポ リプロピレン系
・使用量 :1)220g/ポ以下

2)～3)150g/だ以下
(4)スプレーのり
・材質 :合成ゴム系樹脂
・使用量 :100g/mf以 下
(5)な し

シール材 材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様
(1)(片面・両面)粘着層付きテープ
・材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様
1)ブチルゴム系
2)EPDMゴ ム系
3)アクリル系
4)ポ リエステル系
5)アスファル ト系
6)ポ リエチレン系
7)ポ リプロピレン系
。使用量 :1)～ 4)120g/m以下

5)～ 7)80g/m以下
(2)アルミニタムはく。粘着層付きテープ
・材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエステル系
2)ポ リエチレン系
3)ポ リプロピレン系
・使用量 :1)120g/m以下 :

2)～ 3)80g/m以下
(3)シとル材
。材質 :1)～ 6)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リウレタン系樹脂
2)ア クリルウレタン系樹脂
3)ポ リサルファイ ド系樹脂
4)変成ポリサルファイ ド系樹脂
5)シ リコヽン系樹月旨
6)変成シリコーン系樹脂
・使用量 :100g/m以 下
(4)な し

(別添-10)



4.構造説明図

図 1～8に構造説明図を示す。

(1)構造用面材 :あ り、内装材 :真壁(切欠き仕様く)、 断熱材 :充てん十外張付加

♭00以下

500以下

為

妨渥気鶴フィルム

梵て

筋ホ争氏

留好村 外ヽ猿材留豊鼻)

シ

(寸法単位 :mm)

外袋オす

シ ー

栄藻下地材
外捜理

'也

オ君
“
″よ切

k禅鶴対燕外

蕉土台

Ⅲ轟磁

タータ百

図 1構造説明図

`Rら趣気欝フィルム甘翻空用
'

逢1見図
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T /
,

留付命オく,l鎖網留金良画足用,

露付材 (外禁材留後典】

シール材

留付宗J(跡黙朝圃建用

'嶺油用画材

留衛朝 t胡遊期田朝囲適用)

R4織

外蒙目地 e奪

ね気脚練

留lサ朽〔外躾材観後果圃定用)

舛ヨ虔衛

'l,断

黙協

田lけなけ(断鋏胡団窪用)

婿遺用超i打

適気閉峰

外猿村

防水腺

留村材て溺禅園建用 )

留衛招 (外機|オ留金桑)

防よ邁と 曽何材 (F卜氷紙圃葉胴) 留付材傷抑画窟躍〕

内袋榔
a、 l婁匈加銹触材

えてん用断熱村
ィザレ上、

水平断面図

幸悪イJをす(幅増周]開 iホ J!副定悧)

闊で0村 (酵1染革オ刺建用)

内横村

丸(ん用断訥磁

筋選員笛フィルム

鉛直酢F薗区l

図 2構造説明図

〔防忍気俗フイルム嗣筵用,
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(2)構造用面材 :あ り、内装材 :真壁(受材仕様(1))、 断熱材 :充てん十外張付加

5∞以下

300以下

う0む以下

b∽撃挙

内漉材

氏6湧気密フィルム

売て

防承毅

趨付溺F'1装材輩金具)

澪茉下鞄材

盟価縞(筋 ,k雄 `防選気鬱ツィルな働定用

'tヽス,中夕…

点土台

■基聾

透視図

図 3構造説明図

(寸法単位 imm)

外袋材

■船機対象丼

Ⅲ水切

だ
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外後狩薄

適醐 控

割付材(外嶺オ4解後桑翻靭 ユ

外機村拘t断棋割

観イ

“

やガ(麟虫41回雀用う

網造用適郷

過魚伊1澪

留付

`イ

鶴 齢国定用,

解fり芹け

`外

終↓オ観命共】

{舛祭博留金典翻定用)

留r、オ初 (外機材留金A'

ル守お

留付材 (断縮材国だ用)

'お

造用耐村

留付材
`相

溝臓置i材囲産用,

穂機

留付|ガ (′む捜受材固驚用)

防水嶺住 留付材 t崎水争れ園定用) 留付付 (翻爆屁l篤霜)

外畷付加斬粛崩材

ィ,レイム
ん堀断松材

水平断面図

餌付胡 !精適用固材掛犀婦〉

留付打 (内験剤団連屋1,

袋綾材

夕してん用断熱材

｀`
一`― 防減気稽フイルム

ノロ`直断面図

図 4構造説明図

:内機釘団建:用

'
(黎′;違購 ツィルム閲足帰 )
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(3)構造用面材 :あ り、内装材 :真壁(受材仕様(2))、 断熱材 :充てん十外張付加

500以下

SD9以下

IO(以下

(寸法単位 :mm)

外篠材

ク

期 以下

内袋材

防週気盟フィルム

究てん用断無材

筋水紙

爾付材(外綾猶脅幾典Ⅲ

´齢 婉

内幾愛胡

芸土台

スターター

基斑

く防水↓性・防濃気感フィルム倒楚躙)

透視図

図 5構造説明図

/氷切

Ⅲ停儘対象▼|
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オ″
1‐ゴ

外篠材

外溢目地材

通気日露

留樹イ,,(外 ,t材熙命具囲窟用1

↓々盤付加断姑材

朗け材 I断松刺 定用Ⅲ

幅造用団材

趨気嗣難

外猫材

留付羽観 隷翻定鴬,

留イサ打 t舛義材営Ω典,

(舛禁郷留金R固定用

'留付材俳 舞材観壺4)

レ心ル籍

鉛直断面図

図 6構造説明図

曽Hlナ |む輸 ,九 4オ圃楚用〕

横遺翔面狩手

留付胡〔桐遺用1帝
'な

と協鷲用】…∵

筋,k処 留付材 i防水孝康I番筵用
'

イプ1イ lA

氷平断面図

静用機

制付材 そ内造菱羽団雀周, '十

〕兵1寸加所「A材

充てんナ霧断酪材

辮付村 (,g輸踊面材固解用,

留すゞオオ
`殉

峡4.l翻定湾,

内益材

萌混気密フイ′しム

〔為熱打圃建漏〕

`防

農燕碑フィ,とツム向驚i鞠 )
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(4)構造用面材 :あ り、内装材 :大壁、断熱材 :充てん十外張付加

うOa以下

う釦以下

300以下

500以下

内犠猫

防濃気鬱フィルム

防水資柱

鸞付材

芽床下地材

・勝・i星気守フイルム日適用)

帝(スか一

'一ガ土登

Ⅲ毬機

述視図

図 7構造説明図

ラ“

(寸法単位 :mm)

外装構

外綾目地材

イホ切

上辟手紙対象

'|

婢
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・
|″Ⅷ
/1ン

外機材

'lヽ

装囲地樹

遇気瓶線

U村材(外続材鮮釜民国定鵜
`

外娯付力贄断絡朽

密付桐 (断鞠材固定用 )

遡気再開餘

外機胡

防水紙

M健学オ4用餘圃麗用〕

留付羽

`外

策材紹金員}

鶴fむ材('1養 材協後奏鰯進畑ユ

杉一lレ初

曽付材 (断熟羽 I謝逮翔

'
!B迫期柄材

内横測地 |な

防水奪と 留l寸務 蜘 定理

'

留付4ガ 綿 韓固定鸞ユ

ィル立ぇ
丸てん隔断熱朝

水平断面図

露Iサ利 aH造賜面材閾定翔ユ

留

`十

材 1内満初翻定写lt

れてん用断律材

ィルム

鉛直断i衝図

図 8構造説明図

(肉験材園筵用)

(磁 温気碑フィリレム園定網)
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5.施工方法等
<施工図>
図 9～ 13に施工図を示す。

覇気別超

内餞材

防氷紙

X中手ユ防火情遠

外犠材

外張付加断拙材

欝付材

`外

強材町金R,

迫欝部 構

*スタ=タ ー

外継日1に材

※軒怖

梵てん用断韓羽

漱天丼村

(寸法単位 :mm)

`外

饒材幽造潟,

外搬付an騨五熱切

フィザウム

水平断面図

ん用断鶴材

内養材

ィルと

■■と,

鉛直断面図

充てん十外張付力口断熱の施工例

図 9 施工図
(別添 -19)
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<外張付加断熱材の納まり例① :外張付加断熱材厚さ105mm以下>

向 d多ホ,
構

館漫境驚 フィルム“
~必

乳てんザ雪漸熱材  ｀・

透槻囲

圏付4H a性臓〕理翻)

競死旧4

1防締杵勢1貨謝I

′′÷曇付加飯欝材

じ付|オ ー

rい出r菌控用!

~筋
本撤

｀`
  激免祠像

少ヽ戦材

船筐断櫛図

布てん用由撫1ォ

,4

外破付痴断熱対

ぬ貨41と

F夕本紙伐

筋趣党存フィルム た,η lurttt4 フイルム

水早断面図

図 10 施工図
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<外張付加断熱材の納まり例② :外張付加断熱材厚さ105mm以下>

往

防親気密フィルム

允て

4構助機――、卜、

透視図

翌付河(― 建用)

(B‖田F用 )

外尋hlす守何断舞1材

盟針IJ 、ヽ、
(断跡材出篤用,   

｀
＼

遺気旧1慰―

肘与氷寺仕

外l長付加断熱材

―`  防水患虎

潤期 除

｀``
マ……外厳材

鉛直断面図

4鱚勁t党

ん用断鶴材

柱 陶湊材

防泌気鰺フ4ルム 発てん用斬燃材

｀
・
 l大】韻材

防観気ひ

フィルム

水平断面図

図 ■ 施工図
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<外張付加断熱材の納まり例③ :外張付加断熱材厚さ105mmを超えて210mm以下>

麒 材―― 、、、
|ユ

防′V気碑ワィルム

充て

補駒検

外】儀1サ加断熱材^ デ
イ

(1罐 日)

卸す寸材:D路団鍵,翻 )■

携 向饒材

'ち

癬鑢稗フィルム

透卒見図

図 12 施工図

'lHヽ

付加盟ヽ燃茸d

r2層例1

イ4日助鯛 律胴)
F認付tガ

(機婦闘熊用〕

l蒲助機

(断曲協闘空幻
'

(,筋 日|

適用叫豫 ＼

防水紙

防氷亀

、ヽ、…………簸蜘躙協

外熊材

ノロ`直断面図

外張付加断れ舟材

17層 【ヨう

向裳材

フィルム

(2磨 自Ⅲ

ん用断郷蒻

水平断面図
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<外張付加断熱材の納まり例④ :外張付加断熱材厚さ105mmを超えて210mm以下>

柱

防趣気碑フィルム

充て

オ″防氷駈

岡どと

外〕性付加町i津本材

(21絹 日)

(1踏日)

獅付材 (簡博回窟fれ〕

滋駅腕 4晨

透キ児図

図 13 施工図

｀
＼｀`
  趙気l陶総

外議材

餓直断面図

肉療1オ

訪鴻省t毬そフ・rルム

外】脇付na断韻材

(21霞 目,

儲付村

(欄 うヽ増箇建用〕

(胴韓に1燃爛Ⅲ

`%報
1オ固定円)

(1屈 目1

趣範出打

外業召

‖′与氷紙

充てん洋】快府鉢期

|…内
】
譲材

随覇気留

フィルム

水平断面図

r il /
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<施工手順 >
(1)下地組等

柱及び間柱は、反り曲がりのないものを使用し、土台に垂直に取り付ける。

(2)断熱材の取付け

充てん用断熱材は、隙間が生じないように、柱 。間柱間等に充てんする。
外張付加断熱材は、柱及び間柱、あるいは構造用面材の上に断熱材固定用留付材を用いて、隙
間が生じないように取り付ける。
外張付加断熱材の厚さが 105mmを超える場合、補助桟等を用いて外装材支持力が低下しない
処置を施す。

外張付加断熱材を施工する場合は、補助桟及び通気胴縁固定用留付材の埋め込み深さを40mm
以上とする。

(3)防湿気密フィルムを張る場合

防湿気密フィルム固定用留付材を用いて、たるみやしわのないように、充てん用断熱材より室

内側に取り付ける。

(4)シール材を貼る場合

断熱材あるいは構造用面材の目地に、剥がれないように貼る。

(5)防水紙を張る場合

横張を原則とし、所定の重ね代を確保した上で、防水紙固定用留付材で仮固定する。

(6)通気胴縁の取付け                         '
柱、間柱等の下地材又は断熱材の上に,通気胴縁固定用留付材を用いて取り付ける。

(7)外装材の取付け

目地にずれが生じないよう、外装材留金具、外装材留金具留付材を用いて取り付ける。

(8)内装材の取付け

内装材用留付材を用い、柱及び問柱等に取り付ける。

(別添 -24)


